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被
ば
く
管
理

技術で
末

⑮ 

ー産巖•Illの挑戦一

線
量
計
試
駿
場
の
開
発

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
現

場
で
、
事
故
に
よ
り
人
が

大
量
の
放
射
線
を
浴
び
れ

ば
、
健
康
に
重
大
な
影
響

が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
原
被
ば
く
管
理
用
の
線
謳
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
フ
ィ

子
力
発
電
所
や
医
療
な
ど
計
の
応
答
試
験
に
は
、
放
ル
タ
ー
で
調
整
す
る
こ
と

の
放
射
線
を
扱
う
作
業
現
射
線
発
生
源
と
し
て
、
高

場
で
は
、
法
律
に
規
定
さ
強
度
の
放
射
性
同
位
元
素

れ
た
安
全
基
準
を
超
え
な

(
R
I
)
が
用
い
ら
れ

い
よ
う
に
、
線
量
計
に
よ
る
。
し
か
し
、
海
外
の
商

る
被
ば
く
管
理
が
行
わ
れ
用
原
子
炉
の
停
止
な
ど
の

て

い

る

。

影

響

で

、

高

強

度

R
Iの

入
手
が
困
難
と
な
っ
て
い

る。

2
0
2
3年
に
、
産

X
線
ビ
—
ム
調
整

穂
胃
の
応
答
は
、
華
総
研
は
こ
の
問
題
に
対
処

準
と
な
る
強
度
が
あ
ら
か
す
べ
く
、
国
家
標
準
と
し

近
年
、
日
本
の
原
子
力
じ
め
測
定
さ
れ
た
放
射
線
て
用
い
ら
れ
る
従
来
の
R

発
電
所
で
は
、
新
し
い
安
場
で
試
験
さ
れ
る
。
放
射

I
（
セ
シ
ウ
ム
1
3
7
)

全
募
準
に
基
つ
き
、
再
稼
線
強
度
の
国
内
の
基
準
値
に
替
わ
り
、
小
型
加
速
器

働
の
た
め
の
審
査
が
進
め
は
、
産
業
技
術
総
合
研
究
を
放
射
線
源
と
し
て
使
用

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
所
（
産
総
研
）
が
保
有
す
す
る
線
墨
計
試
験
場
を
開

療
現
場
に
お
い
て
、
医
療
る
「
国
家
標
準
」
に
よ
り
発
し
た
。
小
型
加
速
器
か

用
加
速
器
に
よ
る
が
ん
治
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ら
照
射
さ
れ
る
X
線
ビ
ー

療
の
普
及
が
進
み
、
放
射

線
治
療
関
連
の
医
療
従
事

者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

Rl(Csー137など）による
線量計試験場

小型加速器による
線量計試験場

•世界的なRI供給不足

•高度なセキュリティー要件

・放射線強度の時間的な減衰がない

・放射線発生はオン・オフ制御
（低リスク）

に
よ
り
、
セ
シ
ウ
ム

1
3

7
か
ら
の
＞
線
照
射
に
よ

9,  
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R
Iの
放
射
線
強
度
は
一
測
究

放
射
性
崩
壊
に
よ
っ
て
時
i
計
研

．

析

準

員

間
的
に
減
衰
す
る
た
め
、
i
分
標
究

定
期
的
な
交
換
が
必
要
と
i
研
線
研

・

合

射

任

な
る
。
一
方
、
加
速
器
で
一
麒
放
主

は
、
そ
の
よ
う
な
出
力
の
臣
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

減
衰
は
な
く
、
出
力
は
R
位
で
あ
る
。
加
え
て
、

R
考
慮
し
た
線
量
計
の
改
良

ー
と
比
較
し
て
持
続
的
で
ー
に
よ
る
＞
線
照
射
装
置
が
進
め
ば
、
被
ば
く
管
理

あ
る
。
ま
た
、
放
射
線
出
は
、
決
ま
っ
た
放
射
線
の
の
高
精
度
化
も
期
待
で
き

カ
の
オ
ン
・
オ
フ
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
し
か
照
射
で
る
。

的
に
制
御
で
き
る
た
め
、
き
な
い
が
、
加
速
器
X
線
産
総
研
で
は
、
小
型
加

R
Iよ
り
も
安
全
に
利
用
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
由
に
速
器
に
よ
る
線
量
計
の
代

で
き
る
。
調
整
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
替
試
験
手
法
へ
の
移
行
を

さ
ら
に
、
テ
ロ
対
策
な
り
、
複
数
の
異
な
る
エ
ネ
目
指
し
、
多
様
な
線
量
計

ど
の
法
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ル
ギ
ー
で
の
線
量
計
応
答
の
試
験
デ
ー
タ
の
取
得
を

ィ
ー
要
件
も
な
い
た
め
、
試
験
が
可
能
と
な
る
た
進
め
て
い
る
。

施
設
維
持
に
お
い
て
も
優
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
性
を
（
木
曜
日
に
掲
載
）

出
力
を
安
全
制
御

る
線
罷
計
応
答
と
同
じ
結

果
を
得
る
こ
と
に
成
功
し

こ。t
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した。現在、RIの代替となる加速器
を用いて、生成した放射線場での線
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